
授業計画

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

特にありません。

事業への一般参加３回を単位認定条件とし、70点を付与する。その後、一般参加１回
につき５点、スタッフ参加１回につき10点を追加で付与する。なお、幼児教育学科２
年生は実習等で十分な活動ができなくなる恐れがあるため、この科目の実習について
は１年生での取り組みを推奨する。

学外実習
（主に県内で開催されるレクレーション協会等主催の事業に一般参加もしくはスタッフ参加する。実習先では指導者からレクレーショ
ンの企画・運営方法について学ぶ）

授業方法

長崎県レクリエーション協会主催・共催のレクリエーション事業に一般参加もしくはス
タッフ参加する

準備学修 課題等への対応

事前に担当教員に参加を申し出ること。事業の内容をよく把握する。特にスタッフ参加の
際は運営方法などを事前に確認する。レクリエーション当日は、相応しい服装で受講す
る。履修カードは事前に担当教員から受け取り、必要事項を記入すること（演習毎に３０
分）。

実習先で発見した課題等についての質疑には
いつでも応じます。

受講態度（100％）

◎ ◎ ◎

５． 成績評価の方法と割合

４． スタッフとして運営に携わり、主催者と協力し、活動できる。 ○ ◎ ○

１． 行事の目的や行事のもつ楽しさなど効果が言える

２． 行事の実施における安全への配慮が言える

３． 参加者として積極的に楽しむことができる

県内自治体、レクリエーション協会が実施する事業に参加し、レクリエーションインスト
ラクターとして必要なレクリエーション事業とその計画・立案・実践を学ぶ。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力
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卒業要件 選択

免許・資格
要件

レク・インストラクター必修

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

対象
学生

幼児教育学科全学
学期
区分

通年 単位数 1

科目
区分

専門教育科目 科目名 レクリエーション現場実習
科目
コード

17Y820 担当者 山本　尚史


